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経済と人間
　

内
閣
府
が
２
０
０
９
年
12
月
９
日
に
発

表
し
た
同
年
７
│
９
月
期
の
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
二
次
速
報
値
は
、
物
価
変
動

の
影
響
を
除
い
た
実
質
で
前
年
比

０
・
３
％（
年
率
で
１
・
３
％
）と
な
っ
た
。

11
月
発
表
の
一
次
速
報
値
の
同
１
・
２
％

（
同
４
・
８
％
）
か
ら
大
幅
に
下
方
修
正

さ
れ
た
。
日
銀
が
8
日
に
発
表
し
た
11
月

の
貸
出
・
資
金
吸
収
動
向
に
よ
る
と
、
全

国
銀
行
の
貸
出
残
高
は
前
年
同
月
比

０
・
１
％
増
の
４
０
０
兆
５
０
８
７
億
円

と
な
っ
た
。
46
ヵ
月
連
続
の
増
加
だ
が
、

伸
び
率
は
11
ヵ
月
続
け
て
減
少
し
た
。

２
０
０
８
年
秋
の
「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
」
に
よ
る
金
融
危
機
の
影
響
で
前
年
同

月
の
貸
出
が
大
き
く
膨
ら
ん
だ
反
動
で
あ

る
。
ま
た
、
11
月
27
日
に
総
務
省
が
発
表

し
た
10
月
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
生

鮮
食
品
を
除
い
た
「
コ
ア
Ｃ
Ｐ
Ｉ
」
が
前

年
同
月
比
で
２
・
２
％
低
下
し
、
８
ヵ
月

連
側
で
前
年
同
月
を
下
回
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
昨
秋
の
世
界
的
な
金
融
危
機
か
ら
の

景
気
回
復
は
極
め
て
緩
慢
な
状
態
で
推
移

し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
少
子
高
齢

化
や
地
球
温
暖
化
、
急
速
な
円
高
な
ど
の

構
造
要
因
に
、
さ
ら
に
雇
用
情
勢
の
悪
化

と
そ
れ
に
伴
う
雇
用
者
所
得
の
低
下
、
消

費
の
低
迷
な
ど
の
景
気
循
環
的
要
因
が
重

な
り
、
日
本
経
済
は
「
二
番
底
」
の
リ
ス

ク
に
さ
え
直
面
す
る
極
め
て
深
刻
な
事
態

に
陥
っ
て
い
る
。

　

１
９
８
０
年
代
以
前
の
日
本
の
産
業
金

融
モ
デ
ル
は
、「
メ
ー
ン
バ
ン
ク
制
度
」

等
を
特
徴
と
す
る
「
価
値
創
造
支
援
型
金

融
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
金
融
の
自
由
化

の
進
展
に
よ
り
資
産
価
格
に
歪
み
が
生
じ

て
新
た
な
収
益
機
会
が
広
が
っ
た
。
い
わ

ゆ
る
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
効
か
せ
た
「
裁
定
型

金
融
」
の
投
資
銀
行
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ

の
裁
定
型
金
融
は
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
典

型
的
な
投
資
行
動
で
あ
る
①
理
論
値
よ
り

割
安
の
金
融
商
品
に
は
ロ
ン
グ
・
ポ
ジ

シ
ョ
ン
（
買
い
持
ち
）、
②
理
論
値
よ
り

も
割
高
の
金
融
商
品
に
は
シ
ョ
ー
ト
・
ポ

ジ
シ
ョ
ン(

売
り
持
ち)

を
と
る
。
従
来
は

適
切
な
取
引
手
段
（
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
商

品
）
が
な
く
、
取
引
対
象
と
な
っ
て
い
な

か
っ
た
種
々
の
リ
ス
ク
に
関
し
て
、
そ
れ

ら
を
取
引
対
象
と
す
る
金
融
技
術
革
新
が

実
現
し
た
。
こ
の
結
果
、「
裁
定
取
引
」

が
実
現
し
、
一
物
一
価
が
成
立
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
世
界
的
に
金
融
市

場
が
効
率
化
し
、
収
益
機
会
が
消
失
し

た
。
こ
れ
を
理
論
的
に
言
い
換
え
れ
ば
、

「
適
切
な
価
格
」
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を

意
味
し
、
裁
定
型
金
融
モ
デ
ル
の
成
功
を

象
徴
す
る
。
し
か
し
現
実
に
は
、
情
報
の

非
対
称
性
や
不
公
正
取
引
に
よ
る
高
収
益

の
獲
得
競
争
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
①

「
安
く
買
う
」
た
め
に
は
、
売
り
手
に
適

切
な
情
報
を
与
え
な
い
で
取
引
し
、②「
高

く
売
る
」
た
め
に
は
、
金
融
商
品
の
リ
ス

ク
特
性
を
隠
し
て
取
引
す
る
。
ま
さ
に
、

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
は
そ
の
典
型

で
あ
る
。

　

一
方
で
２
０
０
０
年
以
降
、
米
国
の
経

常
収
支
赤
字
の
拡
大
と
、
中
国
や
ア
ジ
ア

の
新
興
国
・
産
油
国
の
経
常
収
支
黒
字
拡

大
に
よ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン

ス
」
が
拡
大
し
、
黒
字
国
か
ら
赤
字
国
へ

の
国
際
資
本
移
動
が
こ
の
イ
ン
バ
ラ
ン
ス

を
金
融
面
で
支
持
し
た
。
ま
た
、
国
内
経

済
全
体
に
占
め
る
金
融
部
門
の
比
率
が
上

昇
し
、「
金
融
の
深
化
」
が
急
速
に
進
展

し
た
。

　

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
を
契
機
と
し
た
今

次
の
世
界
的
な
金
融
・
経
済
危
機
は
、
高

レ
バ
レ
ッ
ジ
経
営
に
よ
る
「
市
場
の
失

敗
」
と
〝T

oo Big to Fail

〞
を
軽
視
し

て
金
融
機
関
を
十
分
に
規
制
・
監
督
し
な

か
っ
た
「
政
府
の
失
敗
」
と
が
重
な
っ
て

発
生
し
た
。
高
額
の
報
酬
を
得
て
金
融
機

関
を
破
綻
さ
せ
た
経
営
者
に
対
す
る
国
民

（
＝
納
税
者
）
の
反
感
と
そ
れ
を
利
用
す

る
政
治
家
の
行
動
は
、
将
来
の
危
機
再
発

を
防
止
す
る
金
融
規
制
・
監
督
制
度
改
革

を
促
進
す
る
と
は
い
え
な
い
。

　
「
バ
ブ
ル
経
済
」
崩
壊
後
、「
失
わ
れ
た

十
年
」
と
い
う
日
本
経
済
の
失
敗
か
ら
学

ぶ
べ
き
こ
と
は
、
規
制
緩
和
に
よ
る
民
間

投
資
の
促
進
に
よ
る
高
度
知
識
集
約
型
産

業
へ
の
転
換
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
地

域
に
お
け
る
政
治
・
経
済
・
金
融
面
に
お

け
る
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
不
可
欠

の
条
件
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
に
よ
る
家

計
貯
蓄
率
の
低
下
と
経
常
収
支
黒
字
の
縮

小
は
上
記
の
政
策
対
応
の
時
間
的
余
裕
の

縮
小
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
の
事
態
を
正

し
く
理
解
で
き
る
有
能
な
政
治
家
の
輩
出

と
そ
れ
を
可
能
に
す
る
選
挙
民
＝
国
民
の

意
識
の
高
度
化
が
、
今
ほ
ど
厳
し
く
問
わ

れ
る
時
代
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
歴
史

上
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
さ
え
言
え

る
。 
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